













































画として表されている。画面中央には松が枝を伸ばし、いったん上方の金雲の中に幹が隠れ、再び屈曲する枝葉が現れる。松は古木であることを示すために、ごつごつとした樹皮が墨の濃淡で表され、枝先には蔦が絡まっている。松の背後には若竹と梅が描かれており、松竹梅が凝縮して配置されている。可憐に花を綻ばせる白梅には蘂が金泥で細かく描き込まれている。そして右扇・左扇にまたが ように番の鶴が表され、背後には川が流れる。水辺の土坡には番の亀と、さらに右側にはその子孫であろうか 小さな亀が四 五匹描かれている。川は中央から左の方向へ流れ、左方には大きな穴の空いた巨石 表さ 、室町水墨画を想起させるような表現となっている。左扇の中央には、童子と幼児の乗る引き車が三人の唐子 よって引かれている。引き車の前方には毛の長い小さな愛玩犬が恐る恐 乗ってい 様子や、周囲には団扇を持ってはやし立てる唐子が表 れ、引き車の後方には上部に金色の鳥の飾りが付 た旗を持って見上げる唐子、後から追いかけるような唐子たちが描かれている。　
左隻右扇には目隠し鬼をして駆け回る唐子たちとそれを見て楽しむ唐子たちを描
き、太湖石のような奇岩と紅白の大輪の花を咲 せる牡丹が表され、背景には遠山を表す。その手前には風車を持って走る唐子とそれを追う幼児、画面中央には操り人形 掲げる唐子、その左側で太鼓のような楽器を叩いて や 立 る唐子 そしてその手前で車の付いた騎馬人形を引きながら遊ぶ唐子が表される。さ にその左方には竹 絵を描く唐子、そ 様子を眺める唐子、その手前には後ろ向きで墨を磨
す
る唐子が表され、その背景には岩山と滝 流れ落ち 様子が描かれ 。建物の基壇には番
つがい
の孔雀が描かれ、奥の唐子は孔雀の美しい尾羽を眺めるようなポーズで表さ






























































































































































































































デの配置や落款の位置から天地が大きく切り詰められた可能性も考えにくいこと、また後述のように引手が絵と同時期のオリジナルの金具であると見られることから、違い棚上部の小襖として制作され ことが推測される。四季の草花は宗達派、光琳、抱一などによって、さまざまな画面形式の絵画に表されてい 琳派の伝統的画題と言える。本図を本来の鑑賞形態と推定される横一列 して見ると
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一の代表作「夏秋草渓流図屛風」 （根津美術館蔵） 、 「朝顔図屛風」 （メトロポリ
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